事　故　等　発　生　状　況　報　告　書

　　年　　月　　日
神奈川県知事　殿

法人所在地　　　　　　　　　　
法人名称　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　
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・
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	　年　月　日　時頃　氏名（続柄）
・

	
	
	県生活援護課
	　年　月　日　時頃　氏名（続柄）
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	ほか関係機関
	

	３　事故等の原因及び対策
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	(2)現行の対策
	

	
	(3)今後の対策
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注）・報告時点で確定していない事項があれば、その旨を記載し、別途、随時報告すること
（記入例）
事　故　等　発　生　状　況　報　告　書

　　年　　月　　日
神奈川県知事　殿

○○市○○○○　　　　　　　　
○○○○○○　　　　　　　　　
○○　○○　　　　　　　　　　
	１　事故等が発生した施設・事業所

	
	(1)名　称
	○○アパート

	
	(2)所在地
	○○市○○　○－○

	
	(3)入居者数
	○人／定員○人

	２　事故等の状況

	
	(1)発生日時
	令和○年○月○日（○）　○時○分頃

	
	(2)発見日時
	令和○年○月○日（○）　○時○分頃　（発見者：○○○○）

	
	(3)発生場所
	利用者居室内

	
	(4)
被害
利用
(入所)者

	氏名
	神奈川　太郎

	
	
	性別
	男性

	
	
	年齢
	80歳

	
	
	施設入所日
	令和８年○月○日（○）

	
	
	生活保護実施機関
	○○保健福祉事務所

	
	
	その他(傷病等)
	〇年前に脳梗塞歴あり

	
	
	被害状況
	救急搬送

	
	(5)事故等の概要及び状況
	· 利用者の救急搬送事案（救急への通報）
· ○月○日○時○分頃　施設長が毎日の各居室の状況確認のため巡回を行ったところ、当人の顔色が青ざめており、発熱症状や息苦しさを感じていたことから救急車を呼んだ。
· なお、前日○時頃に巡回した際には微熱があると当人が言っていた。

	
	(6)発生原因
(事実関係)
	· 病院での診断の結果、ウイルス性肺炎であることがわかった。

	
	(7)施設及び
運営の状況
	· 発生日前日・当日の従業員の配置状況（○月○日夜勤～○日日勤）
· 施設長１名、職員１名　計２名
· 条例第19条に基づく状況把握の実施方法（通常）
· 毎朝○時に施設長が各居室の扉をノックした際の応答をもって把握。
· 各居室にエアコンを設置しており、冷暖房完備している。

	
	(8)対応状況
	初動
	· 発生日の前日に、当該利用者より微熱があるかもしれないと訴えたため、体温計を貸し出したところ37.2度であった。OS1を支給し、様子を伺っていた。その後、寝支度を済ませ、自室に戻る様子を施設長が確認した。
· なお、前日の夕食は完食していた。
· 発生日に、施設長は、居室で利用者の顔色が青ざめており、身体に触れたところ熱く、息苦しさも訴えていたことから速やかに消防に救急搬送の要請を行った。救急隊到着までの間、側臥位姿勢にし安静にした。○時頃に救急隊が到着した。
· 搬送先医療機関は○○病院に搬送したところ、ウイルス性肺炎と診断され、〇日の入院を予定している。
· 施設長は、運営本部、○○福祉事務所に事案を報告した。（時間等は(9)に記載）
· 運営本部は、○年○月○時頃、県生活援護課に速報として事案を報告した。
熱中症が疑われる事案　○件（疑われる方は救護措置を行った。）
· 運営本部は、○年○月○時頃、亡くなった利用者の家族に状況を報告した。
· 

	
	
	現状及び当面
	· 運営本部は、施設長及び利用者等に当時の状況を確認し、状況を整理する。
· また、福祉事務所との連絡調整に努める。


	
	(9)
家族
・関
係機
関等
への
連絡
・反
応
	家族
	令和８年〇月〇日　〇時頃　神奈川　花子（）
・状況を報告した。

	
	
	福祉事務所
	令和８年〇月〇日　〇時頃　　（○○福祉事務所）
・状況を速報として報告し、別途、ケースワーカーからヒアリングを受けることとした。

	
	
	県生活援護課
	令和８年〇月〇日　〇時頃　○○　
・状況を速報として報告した。
・状況を整理して、別途、報告を行うよう指導があった。（本紙）

	
	
	ほか関係機関
	令和８年〇月〇日　〇時頃〇分頃　○○消防（救急隊）　
・救急搬送を要請した。


	３　事故等の原因及び対策

	
	(1)原因
	· ウイルス性肺炎の発症

	
	(2)現行の対策
	· 運営本部は、各施設に対して体調不良時の対応について通知している（○月実施）。
なお、当該施設においても上記取組みが徹底されていたことを施設長及び利用者へのヒアリングで確認している。

	
	(3)今後の対策
	· 運営本部は、当該施設を含めて、すべての施設の施設長に対して、事案の共有、体調不良時の対応について通知する。(○月予定)


	４　その他

	
	


注）・報告時点で確定していない事項があれば、その旨を記載し、別途、随時報告すること
